





































































筋節となる。筋節の長さは約 2.5 mm で基本構造 2 セットとなるため、一つの動作単位ではその
半分の長さとなる。
　ミオシン頭部は 1 本のフィラメントに約 300 個あり、ATP の反応は 1 秒間に 5 回反応できる。











20 msec. で最大張力を得るのに対し、心筋は約 350 msec. で発生張力が最大となり、平滑筋では
20 sec. と反応は桁が違うほど異なる。また発生張力の弛緩の様子も異なり、骨格筋では














































































　　③ 　DHP 受容体の開口を受け T 細管に接する筋原線維を網目状に取り巻く筋小胞体の終末
槽の Ca2+ 放出チャンネルであるリアノジン受容体が機械的に開口し、筋小胞体の Ca2+
が細胞質に放出される。
　　④ 　細胞質に放出された Ca2+ が筋繊維フィラメントに作用を起こし、筋繊維の収縮が起こ
る。
　　⑤ 　筋小胞体の膜には Ca2+ ポンプが豊富にあり、再分極により終末槽からの Ca2+ 放出が










































































　　④ 　神経の刺激による反応は筋繊維全体で起こり、その速度は 20 msec. で最大張力に達し、

























































































































　　②　動　 作　 開　 始：筋肉が緊張を解き、関節が伸び始める。
　　　　　　　　　　　　： 緊張前の弛緩状態までに最大筋力反応時間の 2 倍（40 msec.）かか
るため、急速伸張は難しい。










　　②　動　 作　 開　 始：伸筋の収縮により、速度変化および圧力変化が自由。










































































































































演奏者は自分の演奏動作を常に工夫をしている。ちなみに四分音符が 120 beats/min. なら 32 分
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